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東京都 千代田区 千代田区教育委員会子ども部学務課学務係 03-5211-4284 gakumu@city.chiyoda.lg.jp
http://www.city.chiyoda.ig.jp/koho/kosodate/teat
e/shugaku.html ○ ○ ○ ○ ○ 援助対象となる年間所得の目安額等を記載 ○ ○

特別支援教育就学奨励費該当児童生徒に対し
ては、教育委員会から該当保護者に申請書を
配布

東京都 中央区 教育委員会事務局学務課学事係 03-3546-5514 gakumu_01@city.chuo.lg.jp
http://www.city.chuo.lg.jp/kosodate/gakkokyouik
u/nyugaku/syugakuenzyo.html ○ ○ ○ ○ ○

・目につきやすいタイトルや平易な文面の使用
・援助対象となる年間所得の目安額等を記載 ○ ○

区域外就学児童生徒については、教育委員会
窓口で配付。
小学校就学予定者については申請書を送付。

東京都 港区 教育委員会事務局学校教育部学務課学校運営支援係 03-3578-2731 minato30@city.minato.tokyo.jp http://www.city.minato.tokyo.jp ○ ○ ○ ○ ○

・援助対象となる年間所得の目安額等を記載
・外国語の申請書を作成
・転入者には学校で書類を配布 ○

東京都 新宿区 新宿区教育委員会事務局学校運営課学校運営支援係 03-5273-3089 gakkounei@city.shinjuku.lg.jp
http://www.city.shinjuku.lg.jp/kodomo/file04_04_
00005.html ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 援助対象となる年間所得の目安額等を記載。 ○ ○

他自治体及び国私立学校に在籍の希望者につ
いては、教育委員会で申請書を配付してい
る。

東京都 文京区 教育推進部学務課学事係 03-5803-1295 b701000@city.bunkyo.lg.jp

https://bun-
cms01.city.bunkyo.lg.jp/publis/kyoiku/kyoiku/gak
ko/aid/enjyo.html ○ ○ ○ ○ ○

・援助対象となる認定基準額の目安を記載。
・転入者には学校を通じて申請書を配付。
・就学援助について区報に年2回掲載。 ○ ○

東京都 台東区 台東区教育委員会学務課学事係 03-5246-1411 gakumu-ed@city.taito.tokyo.jp

https://www.city.taito.lg.jp/kosodatekyouiku/kurit
sushocyugakko/nyugakutugaku/syugakuenjo/ind
ex.html ○ ○ ○ ○ ○

年度当初に学校事務担当者向け説明会を実施
※（３）の質問については、学校事務を教職員とみなして「ア」
とした。 ○ ○ ○

台東区立小中学校に在籍していない児童生徒
の保護者については、教育委員会窓口にて申
請書を配布

東京都 墨田区 墨田区教育委員会事務局 学務課事務担当 03-5608-6303 gakumu@city.sumida.lg.jp/

http://www.city.sumida.lg.jp/kosodate_kyouiku/k
youiku/school/syuugaku_enjo/shuugakuennjo.ht
ml ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

東京都 江東区 教育委員会事務局 学務課 学事係 03-3647-9174 gakuji@city.koto.lg.jp
https://www.city.koto.lg.jp/581101/kodomo/gakko
/enjo/shugaku/6154.html ○ ○ ○ ○

・援助対象となる年間所得の目安額等を記載。
・外国語の申請書を作成。 ○

東京都 品川区 品川区教育委員会事務局学務課学事係 03-5742-6828 gakumu@city.shinagawa.tokyo.jp http://www.city.shinagawa.tokyo.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○
・補助対象となる年間所得の目安額等を記載
・外国語の申請書を作成 ○

東京都 目黒区 教育委員会事務局学校運営課学事係 03-5722-9304 kyoiku21@city.meguro.tokyo.jp
http://www.city.meguro.tokyo.jp/kurashi/gakko/g
akko_josei/shugakuenjo/gimu.html ○ ○ ○ ○ ○ ○

東京都 大田区 教育総務部学務課学事係 03-5744-1429 gakumu@city.tokyo.jp http://www.city.ota.tokyo.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ 転出入者へ案内を配付。 ○ 援助対象となる年間所得の目安額等を記載。 ○

東京都 世田谷区 教育委員会事務局学務課 03-5432-2686
https://www.city.setagaya.lg.jp/mokuji/kodomo/0
08/001/d00125518.html ○ ○ ○ ○ 前年認定者には、申請書を自宅に郵送 ○

保護者へ配布する文書のページ数を2ページから４ページに増やし、申請書
も挟みこむようにした。 ○

東京都 渋谷区 教育振興部学務課学事係 03-3463-2986 sec-gakuji@shibuya.tokyo
https://www.city.shibuya.tokyo.jp/kodomo/gakko
u/tetsuduki_g.html ○ ○ ○ ○

援助対象となる年間所得の目安額や、認定になった場合の援助の内容・概
算額を記載している。 ○

東京都 中野区 学校教育課 03-3228-5459 gakkokyoiku@city.tokyo-nakano.lg.jp
http://www.city.tokyo-
nakano.lg.jp/dept/652000/d013764.html ○ ○ ○ ○ ○ 援助対象となる年間所得の目安額等を記載している。 ○ ○

区内在住の区外公立学校の児童生徒で前年度
就学援助を受けていた者および新１年生に対
しては申請書を送付する。

東京都 杉並区 教育委員会事務局学務課就学奨励担当 03-3312-2111
http://www.city.suginami.tokyo.jp/guide/kyoiku/g
akko/1004741.html ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

年度初め、全員に就学援助のお知らせを配布し、申請の有無を全員から提
出してもらう。転入者についても同様。 ○ ○

東京都 豊島区
豊島区教育委員会学務課学事グループ（就学援助担
当） 03-3981-1174

http://www.city.toshima.lg.jp/353/kosodate/gakk
o/teate/005900.html ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・外国語（英・中）の申請書を作成している。
・保護者宛にメールでも周知している。 ○ ○

担当窓口、及び、区民事務所でも申請書を配
布している。

東京都 北区 教育振興部学校支援課学事係 03-3908-1541 gakuji@city.kita.lg.jp
http://www.city.kita.tokyo.jp/gakkoshien/kosodat
e/shogakko/enjo.html ○ ○ ○ ○ ○ ○

東京都 荒川区 教育委員会事務局学務課学事第二係 03-3802-4564 kyoiku-gakumu@city.arakawa.tokyo.jp
https://www.city.arakawa.tokyo.jp/a048/kyouiku-
seishounen/kyouikushien/shuugakuennjyo.html ○ ○ ○ ○ ○

・全児童生徒に向けて希望調査を兼ねた申請書を配付し、原則、全児童生
徒から回収する。
・いくつかのモデルケースに対する認定基準額を記載する。
・外国語の申請書の見本を作成 ○

東京都 板橋区 板橋区教育委員会事務局学務課 03-3579-2611 k-gakumu@city.itabashi.tokyo.jp
http://www.city.itabashi.tokyo.jp/c_kurashi/000/0
00391.html ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

区域外就学者には、希望者に対し、教育委員
会から申請書を郵送。

東京都 練馬区 学務課管理係 03-5984-5643 GAKUMUKA01@city.nerima.tokyo.jp
https://www.city.nerima.tokyo.jp/kosodatekyoiku/
kyoiku/enjo/enjo.html ○ ○ ○ ○ ○ 英語および中国語の就学援助制度の案内文を作成し、各学校に配付 ○ ○ ○

1年生は入学式後、全児童生徒に申請書を配
布。2年生以上は制度案内を配布し、希望者に
学校または教育委員会から申請書を配布。

東京都 足立区 足立区教育委員会学務課助成係 03-3880-5977 gakumu@city.adachi.tokyo.jp
http://www.city.adachi.tokyo.jp/gakumu/k-
kyoiku/shochu/tetsuzuki-shugaku.html ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

東京都 葛飾区 葛飾区教育委員会事務局学務課学事係 03-5654-8460（直通） ホームページに専用フォーム有
http://www.city.katsushika.lg.jp/kurashi/1000057
/1002479/1002748.html ○ ○ ○ ○ ○

区立小・中学校では、申請希望の有無にかかわらず、学校を通して全校児童
生徒に配布。
配布から約一週間後にも、申請勧奨のチラシを学校を通して配布している。 ○ ○ ○

区ホームページにダウンロード形式の申請書
を掲載。

東京都 江戸川区 教育委員会事務局学務課学事係 03-5662-1624 gakumu@city.edogawa.tokyo.jp
https://www.city.edogawa.tokyo.jp/e069/kosodat
e/kyoiku/kyouiku/tetuduki/shugakuenjo.html ○ ○ ○ ○

・全児童・生徒もしくは保護者に申請書配布
・援助対象となる年間所得の目安額をお知らせに記載
・外国語のお知らせを作成（英語・中国語・韓国語） ○

東京都 八王子市 学校教育部 教育支援課 042-620-7339 b301800@city.hachioji.tokyo.jp
https://www.city.hachioji.tokyo.jp/kurashi/kyoiku
/003/002/002/p004697.html ○ ○ ○ ○ ○ ○

新入学準備金前倒しについて、小学校入学予定者に学校選択希望
票送付時に同封して郵送 ○

援助対象となる支給費目や年間所得の目安額等を記載、外国語の制度案内
及び申請書を作成、転入者には必ず就学援助制度を説明 ○ ○ ○

新入学準備金前倒しについて、小学校入学予
定者に就学時健康診断通知送付時に同封して
郵送

東京都 立川市 立川市教育委員会 学務課 学務保健係 042-523-2111内線2516 gakumu@city.tachikawa.lg.jp https://www.city.tachikawa.lg.jp ○ ○ 〇 ○ ○ ○

・支給される費目の金額、必要書類、提出日などは一覧にし見やすくしてい
る。大切な箇所は赤字にしている。
・外国語（７か国語）の案内を作成している。 ○ ○ ○ 〇

市ホームページから制度案内・申請書をダウ
ンロード

東京都 武蔵野市 武蔵野市教育委員会 教育支援課 0422-60-1900 sec-kyouikusien@city.musashino.lg.jp
http://www.city.musashino.lg.jp/kurashi_guide/s
ho_chugakko/shugakuenjo/1007052.html ○ ○ ○ ○ ○ ○

子育て支援情報サイト「むさしのすくすくナビ」登録者へのメー
ル配信 ○

・目につきやすいタイトルや平易な文面の使用・援助対象となる年間所得
の目安額等を記載
・各費目の援助額や年間総援助額の記載・外国語の申請書を作成・転入者
には必ず就学援助申請書類を配付 ○

東京都 三鷹市 三鷹市教育委員会学務課学務係 0422-45-1151(3233) gakumu@city.mitaka.tokyo.jp
http://www.city.mitaka.tokyo.jp/c_service/001/00
1152.html ○ ○ ○ ○ ○

・申請書やお知らせの案内に、目につきやすいタイトルや平易な文面の使
用し、援助対象となる年間所得の目安額を記載し、各費目の援助内容も記
載している。
・外国語（英語）の申請書を作成
・転入者には就学援助制度を学校で説明している。 ○ ○  区域外就学者のみ申請書を郵送で配布

東京都 青梅市 教育部学務課学務係
0428-22-1111（内線
2363） div7020@city.ome.lg.jp

http://www.ome-
tky.ed.jp/s_kanri/syugaku_josei.html ○ ○ ○ ○ ○

転入者に対し、就学援助の案内を実施している。
５月中旬頃、各学校に就学援助申請者一覧を送付し、学校が申請状況を確
認の上、給食費等の納入が滞っている保護者が就学援助未申請の場合は申
請を促している。 ○

東京都 府中市 府中市教育委員会教育部学務保健課学務係 042-335-4436 gakumuhoken02@city.fuchu.tokyo.jp
http://www.city.fuchu.tokyo.jp/kosodate/kyoiku/s
hogakukin/syugaku.html ○ ○ ○ ○ ○

東京都 昭島市 昭島市教育委員会学校教育部指導課学務係 042-544-5111 gakum@city.akishima.lg.jp http://www.city.akishima.lg.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

東京都 調布市 調布市教育委員会教育部学務課 042-481-7474 gakumu@w2.city.chofu.tokyo.jp
http://www.city.chofu.tokyo.jp/www/contents/11
76118987493/index.html ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

庁内の関係部署と連携し，制度案内等を児童生徒の保護者に配布
○

毎年度４月上旬に調布市立学校を通じて全児童生徒に案内及び申請書を配
布し，転入者には教育委員会または学校において案内及び申請書を配布して
いる。また，案内には援助対象となる年間の収入・所得の目安額を記載
し，外国語による案内文を記載している。さらに，市報・市ホームページに
よる周知に加え，教育関連広報紙への掲載や庁内関係部署と連携して制度案
内を配布するなど，広く周知している。 ○ ○ ○

市ホームページから制度案内・申請書をダウ
ンロード

東京都 町田市 学校教育部学務課 042-724-2176 gakkou030@city.machida.tokyo.jp

https://kosodate-
machida.tokyo.jp/nenrei/sho_chu/keizaishienn/in
dex.html ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ メール配信サービス ○

・今年度から全学年に申請書類を配布。
・振り仮名を付記。
・白抜きチャート化などのデザイン変更や、項目順序の変更などよりわかり
やすいお知らせになるよう
レイアウトを大幅に変更した。 ○

東京都 小金井市 教育委員会学校教育部学務課 042-387-9874 k010299@koganei-shi.jp http://www.city.koganei.lg.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 毎年度申請が必要なことを申請書の目につきやすいところに明記している。 ○ ○

東京都 小平市 小平市教育委員会教育部学務課 042-346-9570 gakumu@city.kodaira.lg.jp http://www.city.kodaira.lg.jp/ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○

東京都 日野市 日野市教育委員会庶務課 042-585-1111 ksyomu@city.hino.lg.jp http://www.city.hino.lg.jp ○ ○ ○ ○ ○ 日野市立に通学している全児童生徒に案内と申請書を配布している。 ○

東京都 東村山市 教育部 学務課 学務係 042-393-5111
gakumu@m01.city.higashimurayama.tok
yo.jp

http://153.120.183.135/kosodate/hojo/kyoiku/kyo
uikuhiennjyoseido.html ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 庁舎内に案内を掲示している。 ○

・四か国語に対応したお知らせを作成している。
・お知らせに援助対象となる年間収入の目安額や審査に加味する項目等を
記載している。
・お知らせに各費目の援助額の記載している。
・転入者には窓口で就学援助制度を説明している。
・チラシの他、HP、市報、「きょういく東村山」で周知している。 ○

・新小学1年生は学校で配布する。
・その他の学年は庁舎窓口で通年で配布して
いる。

東京都 国分寺市 教育部学務課学務係 042-574-4042 gakumu@city.kokubunji.tokyo.jp
http://www.city.kokubunji.tokyo.jp/kurashi/10123
09/shien/1001214.html ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・オの「書類」は制度を記載したチラシ。カ・キの「書類」は申
請書とお知らせ。
・生活保護担当課、児童扶養手当担当課から希望者に就学援助制
度の申請書を配布。 ○

・７月初旬（認定結果通知発送前）に学校で「就学援助の申請はお済みで
すか」というチラシを配布（申請忘れ防止）。
・６・10・２月発行の教育広報紙に制度の案内記事を掲載。
・申請書とともに配布する「お知らせ」に，援助対象となる年間所得の目
安額等，各費目の対象学年と援助額，記入見本を記載。 ○ ○

・私立・区域外等は前年度申請者に教育委員
会から制度案内と申請書を郵送配布。
・転入者等申請書が配布されていない場合、
希望者に学校・教育委員会・ウェブサイトDL
により配布。

東京都 国立市 国立市教育委員会教育総務課 学務保健係 042-576-2111(内線：332） gakumu@city.kunitachi.lg.jp
http://www.city.kunitachi.tokyo.jp/kosodate/educ
ation4/education6/index.html ○ ○ ○ ○ ○ SNS ○  外国語の周知文を作成 ○ ○

教育委員会窓口、関係課窓口に申請書を配
置。また、ホームページ上に申請書データを
アップロード。

東京都 福生市 福生市教育委員会 教育部 教育支援課 学務係 042-551-1948 f-shidou@city.fussa.lg.jp
https://www.city.fussa.tokyo.jp/education/educa
tion/jyosei/1001430.html ○ ○ ○ ○ ○ ○

福生市立小・中学校の全児童・生徒の保護者に対して、就学援助制度の案内
及び申請書を配布しており、全員の意思を確認するために就学援助を希望し
ない場合でも希望調査票の提出を求めている。また、制度については市
ホームページでも確認することができる。 ○

東京都 狛江市 教育部学校教育課
03-3430-1111（内線
2324） gakuhokkr01@city.komae.lg.jp http://www.komae.ed.jp/index.cfm/7,3480,35,html ○ ○ ○ ○ ○

年度当初の教職員向け研修にて就学援助制度の紹介し、就学援助費申請に
つなげる。 ○

東京都 東大和市
東大和市教育委員会 学校教育部 教育総務課 学
務係 042-563-2111 gakyou@city.higashiyamato.lg.jp

https://www.city.higashiyamato.lg.jp/index.cfm/3
3,90204,347,612,htm ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

東京都 清瀬市 教育部教育総務課学務係 042-497-2539 kyo_soumu@city.kiyose.lg.jp
http://www.kiyose.ed.jp/index.html

○ ○ ○ ○ ○ ○

東京都 東久留米市 教育部学務課 042-470-7779 gakumu@city.higashikurume.lg.jp
http://www.city.higashikurume.lg.jp/shisei/kyoiku
/shogakukin/1001834.html ○ ○ ○ ○ ○ 就学時健康診断通知書送付時に案内を同封 ○

・援助対象となる年間収入基準額の目安額等を記載
・各費目の援助額や年間総援助額の記載
③転入者には必ず就学援助制度を説明 ○ ○

新入学児童生徒学用品費（入学前）の支給に
ついては、教育委員会窓口で説明を行いなが
ら、その場で申請書に記入してもらってい
る。

東京都 武蔵村山市 教育部教育総務課 042-565-1111 ky-gakuji@city.musashimurayama.lg.jp
http://www.city.musashimurayama.lg.jp/kurashi/
kyouiku/hogosha/1008263.html ○ ○ ○ ○ ○

〇小学校入学のしおりに制度を記載
〇転入手続き時に、市民課において、就学援助制度の案内を配布 ○ ○

東京都 多摩市 教育部学校支援課 042-338-6875 tm712000@city.tama.tokyo.jp http://www.city.tama.lg.jp/0000002202.html ○ ○ ○ ○ ○ ○

東京都 稲城市 教育部 学務課 学務係 042-378-2111 gakumu@city.inagi.lg.jp
http://city.inagi.tokyo.jp/kosodate/gakko_kyoiku/
kyouikuhisiennseido/shuugakuenjyo.html ○ ○ ○ ○ ○ ○

平易な文面の使用，タイトルの漢字に振り仮名を付記，援助対象となる世
帯収入の目安額を記載，各費目の援助額や年間総援助額の記載，FAQを掲
載、転入者には就学援助制度のお知らせと申請書を郵送している ○

東京都 羽村市 生涯学習部学校教育課学務係 042-555-1111内線358 s701010@city.hamura.tokyo.jp http://www.city.tokyo.jp/0000000742.html ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

東京都 あきる野市 教育部 教育総務課 学務係 042-558-2412（直通） http://www.city.akiruno.tokyo.jp/0000007523.html ○ ○ ○ ○ ○

転入者に就学援助制度の説明をしている。また、周知文書には年間総収入の
目安額及び学用品費等の年間総援助額を記載している。
令和元年度から認定の根拠規定を見直し、周知文書のレイアウトを変更し
た。 ○ ○

ウを補完するため、必要な保護者へ教育委員
会窓口で配付。
また、市のHPで申請書のPDFファイルを公開
している。

東京都 西東京市 教育企画課学務係 042-438-4071 kyouiku-k@city.nishitokyo.lg.jp
https://www.city.nishitokyo.lg.jp/kosodate/syo_ty
ugakko/syugakuenzyo.html ○ ○ ○ ○ ○ ○

就学援助費制度の申請確認についての周知文を学校で保護者宛に
配布 ○ 援助対象となる年間収入額の目安額を記載 ○

東京都 瑞穂町 瑞穂町教育委員会教育部教育課学務係 042-557-6683 kyouiku@town.mizuho.tokyo.jp http://www.town.mizuho.tokyo.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○
東京都 日の出町 学校教育課指導室 指導・学務係 042-597-0511（内線533） gakkou_k@town.hinode.lg.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○

東京都 檜原村 教育課 学校教育係 042-598-1011 gakkoukyou@vill.hinohara.tokyo.jp ○ ○ ○ ○ ○

東京都 奥多摩町 教育課 学務係 0428-83-2246 kyoiku@town.okutama.tokyo.jp
http://www.town.okutama.tokyo.jp/kurashi/kyoik
u/kyoiku/gakko/shogakukin.html ○ ○ ○ ○ ○ ○

東京都 大島町 給食センター係 04992-2-1600 c140301@town.tokyo-oshima.lg.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○
東京都 利島村 利島村教育委員会 04992-9-0331 t-kyouiku@toshimamura.org ○ ○ ○ ○

東京都 新島村 新島村教育委員会 教育課 04992-5-0203 ni-kyoiku@poplar.ocn.ne.jp http://www.niijima.com ○ ○ ○ ○
東京都 神津島村 神津島村教育委員会 04992-8-1222 kyouiku@vill.kouzushima.tokyo.jp https://vill.kouzushima.tokyo.jp/kyoiku/ ○ ○ ○

東京都 三宅村
東京都三宅島三宅村教育委員会 教育課 学校教育
係 04994-5-0952 kyouiku@vill.miyake.lg.jp

https://www.vill.miyake.tokyo.jp/kakuka/kyouikuii
nkai/syuugaku/enjo.html ○ 全児童生徒保護者へ案内の書面を送付。 ○ ○

東京都 御蔵島村 総務課総務係 04994-8-2121 kyouiku@vill.mikurajima.lg.jp ○ ○
村で必要な補助を行っているため、保護者に対し周知を積極的に
行っているわけではない。 ○ ○

東京都 八丈町 教育課庶務係 04996-2-7071 kyoiku@town.hachijo.tokyo.jp ○ ○ ○ ○

東京都 青ヶ島村 教育委員会 04996-9-0201 aogashima_kyouiku@vill.aogashima.lg.jp ○
小さな自治体のため、対象者がいる際は村役場から情報が来る。
その後、教育委員会から個別に連絡する。 ○ ○

東京都 小笠原村 小笠原村教育委員会 04998-2-3117 kyoiku@vill.ogasawara.tokyo.jp http://www.vill.ogasawara.tokyo.jp ○ 学校を通じて、全保護者に就学援助制度の書類を配布 ○ ○

０ 就学援助制度問い合わせ先（広報用）

①部署名 ②電話番号 ③e-mail ④ウェブサイト ⑤その他（SNSなど）

ウ．学校

から全児

童生徒も

しくは保

護者に申

請書を配

布

エ．教育

委員会か

ら全児童

生徒もし

くは保護

者に申請

書を配布

オ．その

他

→（２）

（２）オの内容

①都道府県 ②市区町村名

（３）就学援助制度
に関する教職員向け
説明会の実施有無

（４）就学援助制度周知の工夫

ア．教職
員向け説
明会を実
施してい
る

イ．教職
員向け説
明会を実
施してい
ない

Ⅰ 平成３１（令和元）年度就学援助制度の実施について

２．就学援助の申請方法

（１）就学援助制度の申請書の配付方法
 （あてはまるもの全てに○）

ア．学校

から希望

者に申請

書を配布

イ．教育

委員会か

ら希望者

に申請書

を配布

キ．毎年

度の進級

時に学校

で就学援

助制度の

書類を配

付

ク．民生

委員やス

クール

ソーシャ

ルワー

カー等か

ら案内を

配布

ケ．その

他→

（２）

（２）ケの内容

（１）就学援助制度の周知方法(あてはまるもの全てに○)

１．就学援助制度の周知方法

ア．教育

委員会の

ウェブサ

イトに制

度を掲載

イ．自治

体の広報

誌等に制

度を記載

ウ．就学

案内の書

類に記載

又は就学

案内の書

類ととも

に配布

エ．就学

時健康診

断の際に

学校で就

学援助制

度の書類

を配布

オ．学校

の入学説

明会で就

学援助制

度の書類

を配布

カ．入学

時に学校

で就学援

助制度の

書類を配

付



62 62

東京都 千代田区

東京都 中央区

東京都 港区

東京都 新宿区

東京都 文京区

東京都 台東区

東京都 墨田区

東京都 江東区

東京都 品川区

東京都 目黒区

東京都 大田区

東京都 世田谷区

東京都 渋谷区

東京都 中野区

東京都 杉並区

東京都 豊島区

東京都 北区

東京都 荒川区

東京都 板橋区

東京都 練馬区

東京都 足立区

東京都 葛飾区

東京都 江戸川区

東京都 八王子市

東京都 立川市

東京都 武蔵野市

東京都 三鷹市

東京都 青梅市

東京都 府中市

東京都 昭島市

東京都 調布市

東京都 町田市

東京都 小金井市

東京都 小平市

東京都 日野市

東京都 東村山市

東京都 国分寺市

東京都 国立市

東京都 福生市

東京都 狛江市

東京都 東大和市

東京都 清瀬市

東京都 東久留米市

東京都 武蔵村山市

東京都 多摩市

東京都 稲城市
東京都 羽村市

東京都 あきる野市

東京都 西東京市

東京都 瑞穂町
東京都 日の出町

東京都 檜原村

東京都 奥多摩町
東京都 大島町
東京都 利島村

東京都 新島村
東京都 神津島村

東京都 三宅村

東京都 御蔵島村
東京都 八丈町

東京都 青ヶ島村
東京都 小笠原村

①都道府県 ②市区町村名

生活保護基準額等
に掛ける係数（倍
率）

市区町村民税課税最
低限度額に掛ける係
数（倍率）

倍 倍

46 29 28 27 27 35 13 6 23 20 6 4 11 17 38 16 2 0 16 56 0 16 10

○ ○ 1.3

10%未満 15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.2

15%未満 15%未満

○ ○ 1.2 （２）倍率について、子どもが３人以上の世帯は1.31倍
15%未満 15%未満

○ ○ ○ 1.2

①課税証明書が取得できない場合 ②災害・失業等により、学校長が教育上
必要と特に認めるととともに、教育委員会でも援助を要すると認めた場合
は、それぞれ面談を実施し、生活状況の個別調査を行った上で認定を行う。 基準額の時期：平成２４年４月時点の生活保護基準

25%未満 25%未満

○ 1.55

15%未満 10%未満

○ ○ 1.26

第68次生活保護基準を根拠に、給食費と住宅扶助については1.0倍をかけ、基
準額を算出している。

30%未満 25%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.2

30%未満 30%未満

○ ○ 1.18

（1.45倍）①母子家庭又は父子家庭 ②世帯に身体障害者又は知的障害者が
いる 等
（1.6倍）罹災 等

25%未満 20%未満

○ ○ 1.25

疾病、失業などにより今年度の所得が著しく減少し困窮していると認められ
るもの

20%未満 20%未満

○ ○ ○ ○ 1.2

10%未満 10%未満

○ ○ 1.2

25%未満 25%未満

○ 1.24

10月以降は１．４倍に変更。また、10月以降「給食費のみ認定」の認定区分
を新たに導入し係数は２．０６倍とする。

15%未満 25%未満

○ ○ 1.2

児童養護施設等に入所している児童生徒を、入所を要件に準要保護として認
定している。

20%未満 20%未満

○ ○ ○ 1.15 当該年度中に生計中心者の解雇、死亡等により世帯の収入が激減した者
20%未満 20%未満

○ ○ 1.2

〔生活扶助費（第1類＋第2類（冬期加算・母子加算・障害者加算含む。））
＋住宅扶助（知事承認限度額）＋教育扶助（基準額＋特別基準＋前年度通常
給食単価×標準年間給食実施回数）＋期末一時扶助〕×１．２

20%未満 15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ 1.2

20%未満 20%未満

○ ○ 1.2

25%未満 25%未満

○ ○

・第６８次（24.4.1）改定生活保護基準と同額の1.2倍
・校長が教育上特に援助を必要と認め、保護者からの事情聴取に基づく具体
的な意見を付した意見書を教育委員会に提出し、教育委員会がその意見を妥
当と認めた場合、認定することができる

25%未満 25%未満

○ ○ 1.26
30%未満 30%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.2

20%未満 20%未満

○ ○ ○ 1.1

30%未満 30%未満

○ ○ ○ ○ 1.2

前年・現年から申請時に至り、主たる生計維持者の失業や長期入院等による
無給。 準要保護（一般）は1.2倍、準要保護（費目認定）は1.3倍

25%未満 25%未満

○ ○ 1.25

25%未満 25%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.25

20%未満 20%未満

○ ○ ○ ○ 1.5

15%未満 15%未満

○ ○ ○ ○ 1.5

疾病、失業等の生活状況の急変、災害等により就学に要する費用の負担が著
しく困難である者その他委員会が特に援助を要すると認める者

15%未満 15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.15

10%未満 10%未満

○ ○ 〇 1

15%未満 15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.5
15%未満 15%未満

○ ○ ○ ○ 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ 〇 1.64

平成３１（令和元）年度準要保護認定基準のア～ツに該当しないもので、児
童生徒の在籍する小中学校の校長の意見書により、委員会が特別な事情があ
ると認める者。

20%未満 20%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.1

15%未満 10%未満

○ ○ ○ 1.1

不認定で、主たる家計負担者が病のため失業した等、現年の所得が大幅に下
がる見込みである場合は、
申立により現年の見込所得で再審査を行っている。

15%未満 15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.5

通常の学級に就学する学校教育法施行令第22条の3に規定する障害の程度に該
当する児童、生徒又は特別支援学級に在籍する児童、生徒の世帯にあって
は、2.5倍

10%未満 10%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.1

学校長、福祉事務所長又は民生委員の意見により、援助が必要と認められる
者。

15%未満 15%未満

○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 平成25年度4月1日時点を基準としている。

15%未満 15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.4

準要保護の場合、特別支援学級に通う児童生徒は、特別支援教育就学奨励費
の需要額測定に用いる保護基準を用いる。
【係数（倍率）】2.5倍 【課税所得の分類】総所得（税引き後）

15%未満 15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.2

学校長，福祉事務所長又は民生委員の意見に基づき，市長が特に必要と認め
る者

10%未満 10%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.5

15%未満 15%未満

○ ○ ○ ○ 1

25%未満 25%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.1

災害及び家庭環境の変化により現在の所得状況が前年度を大きく下回り、生
活状況が著しく悪化したと認められる場合で特に教育長が認める者。ただ
し、客観的な証明があるものに限る。

10%未満 10%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.45
15%未満 15%未満

○ 1.5
20%未満 20%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.4

15%未満 15%未満

○ 1.1

20%未満 15%未満

○ ○ ○ 1.4

保護者の死亡、失業、離婚等で世帯収入が前年と比べ著しく減少し、就学が
経済的に困難であると認められる場合。

15%未満 15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.7

15%未満 15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 20%未満 20%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.5

福祉事務所長、学校長又は民生委員の意見により教育委員会が特に認めるも
の

15%未満 15%未満

○ ○ ○ ○ 1.5
15%未満 15%未満

○ 1.5

20%未満 20%未満

○ 1.5 10%未満 10%未満

○ 1.4
5%未満 10%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.5

15%未満 10%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.1 15%未満 15%未満
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10%未満 10%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0.9 特別の事情により、現年度において生活の困窮をきたしている者
10%未満 5%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15%未満 15%未満

○ ○ ○ ○ 生活状況等の総合的な判断。
15%未満 10%未満

○ ○
0% 0%

○ 1 15%未満 10%未満

○
0% 0%

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.4 10%未満 10%未満

サ．学校納付金の
納付状態の悪い
者，昼食，被服等
が悪い者または学
用品，通学用品等
に不自由している
者等で保護者の生
活状態がきわめて
悪いと認められる
もの

シ．経済的な

理由による欠

席日数が多い

者

ス．保護者の

職業が不安定

で，生活状態

が悪いと認め

られる者

セ．生活福祉

資金による貸

付け

（１） 平成３１（令和元）年度当初における準要保護の認定基準（該当するもの全てに○）

（４）テの内容 （５）補足事項

Ⅱ 平成３１（令和元）年度準要保護認定基準

ソ．生活保護の
基準額に一定の
係数を掛けたも
の（生活保護の
基準額が変わる
と自動的に要件
が変わるもの）
→（２）係数

タ．生活保護の
基準額に一定の
係数を掛けたも
の（生活保護の
基準額を参照し
て額を定めてい
るもの）
→（２）係数

チ．特別支援教
育就学奨励費の
需要額測定に用
いる保護基準
額，又は同基準
額に一定の係数
を掛けたもの
→（２）係数

ツ．市区町村民
税（所得割又は
均等割）課税最
低限度額に一定
の係数を掛けた
もの
→（３）係数お
よび目安額

テ．その他

→（４）

（２）ソ，タ，チ
を選択した場合

ケ．個人の事

業税の減免

コ．固定資産

税の減免

ア．生活保護

法に基づく保

護の停止また

は廃止

イ．市区町村

民税の非課税

ウ．市区町村

民税の減免

エ．国民年金

保険料の免除

オ．国民健康

保険法の保険

料の減免また

は徴収の猶予

カ．児童扶養

手当の支給

キ．保護者が

職業安定所登

録日雇労働者

ク．P・T・A

会費，学級費

等の学校納付

金の減免が行

なわれている

者

（３）ツを選択した
場合

Ⅲ 就学援助率

（１）平成30年度 （２）令和元年度



62 62

東京都 千代田区

東京都 中央区

東京都 港区

東京都 新宿区

東京都 文京区

東京都 台東区

東京都 墨田区

東京都 江東区

東京都 品川区

東京都 目黒区

東京都 大田区

東京都 世田谷区

東京都 渋谷区

東京都 中野区

東京都 杉並区

東京都 豊島区

東京都 北区

東京都 荒川区

東京都 板橋区

東京都 練馬区

東京都 足立区

東京都 葛飾区

東京都 江戸川区

東京都 八王子市

東京都 立川市

東京都 武蔵野市

東京都 三鷹市

東京都 青梅市

東京都 府中市

東京都 昭島市

東京都 調布市

東京都 町田市

東京都 小金井市

東京都 小平市

東京都 日野市

東京都 東村山市

東京都 国分寺市

東京都 国立市

東京都 福生市

東京都 狛江市

東京都 東大和市

東京都 清瀬市

東京都 東久留米市

東京都 武蔵村山市

東京都 多摩市

東京都 稲城市
東京都 羽村市

東京都 あきる野市

東京都 西東京市

東京都 瑞穂町
東京都 日の出町

東京都 檜原村

東京都 奥多摩町
東京都 大島町
東京都 利島村

東京都 新島村
東京都 神津島村

東京都 三宅村

東京都 御蔵島村
東京都 八丈町

東京都 青ヶ島村
東京都 小笠原村

①都道府県 ②市区町村名

実費 支給平均
額

現物支給 上限額 上限の金
額

支給平均
額

一定額 一定の金
額

その他 実費 支給平均
額

現物支給 上限額 上限の金
額

支給平均
額

一定額 一定の金
額

その他 実費 支給平均
額

現物支給 上限額 上限の金
額

支給平均
額

一定額 一定の金
額

その他 実費 支給平均
額

現物支給 上限額 上限の金
額

支給平均
額

一定額 一定の金
額

その他

2 2 0 3 3 3 52 52 5 0 0 0 1 1 1 59 59 1 31 31 0 1 1 1 1 1 0 21 21 0 7 7 7 3 3 1 54

○ 23,760 ○ 63,100
平成31年度予算単価を記入している。なお、校外活動費（宿泊を伴うもの）については第5学年のもの
を記入している。医療費はここ数年実績なし。

○ 15,690 ○ 67,380 ○ 6,489 ○ 0

・新入学児童生徒学用品費については就学予定者分から支給金額を変更。
・通学費 ・修学旅行費 ・校外活動費（宿泊を伴うもの）、医療費、卒業アルバム代等（区域外就学者
のみ対象）は平成30年度実績の支給平均額を記入。
･学校給食費は学年ごとに異なるため、５・６年生の金額を記入。

○ 15,690 ○ 63,100
医療費については、実績なし
令和２年４月入学前支給分の新入学児童生徒学用品費等は、一定額64,300円を支給。

○ 18,840 ○ 63,100 ○ 25,000

「学用品費」及び「通学用品費」について当区においては「学用品・通学用品費」という費目にて実施
している。          1年生の「学用品通学用品費」は定額15,600円、2～6年生は定額
18,840円。
実費費目については、一人当たりの令和元年度予算単価を記入（給食費については一人当たりの平均年
額）                                要保護認定者の「校外活動
費（宿泊有）」については、定額3,640円。医療費は実績なし。

○ ○ 63,100 ○ 33,024

支給平均額は、令和元年度予算に計上した単価である。「学用品費」と「通学用品費」はまとめて「学
習支援費」として支給しており、1年生は年間15,690円、2～6年生は年間18,880円を支給する。校外活動
費（宿泊を伴うもの）は、対象学年4～6年生のうち最も支給実績の高い6年生の単価を記入している。
学校給食費は、学年により単価が異なるため、最も支給実績の高い5.6年生の単価を記入している。「医
療費」は子ども医療費助成より支給している。

○ 17,974 ○ 20,100 ○ 17,504 ○ 33,310 33,078

学用品費 1年 15,224円（1,384円×11月）、2～6年17,974円（1,634円×11月）
※30年度実績額により記入
通学費 「通学交通費」として特別支援学級在籍者及び通級者に支給
校外活動費（宿泊を伴うもの）⇒移動教室費（上限：5,290円、特別支援学級在籍者は実費支給）
校外活動費（宿泊を伴わないもの） 1年：400円、2・3年：500円、4・5年：700円、6年：2,100円
学校給食費 1・2年 47,300円（4,300円×11月）、3・4年 51,700円（4,700円×11月）、5・6年
56,100円（5,100円×11月）

○ 18,880 ○ 47,380

・学用品費⇒１年：15,690円、２～６年：18,880円
・校外活動費（宿泊を伴わないもの）⇒31年度予算に計上した単価
・校外活動費（宿泊を伴うもの）⇒林間：7,400円（上限）、臨海：8,370円（上限）
・医療費⇒31年度予算に計上した単価（子ども医療費助成制度優先のため、30年度実績なし）
・学校給食費⇒１～２年：45,650円、３～４年：51,150円、５～６年：57,090円

○ 18,880 ○ 47,380 ○ 11,000 11,000

平均支給額は平成31年度予算単価。
学用品費は1年生15,690円、2～6年生18,880円
給食費平均支給額は1・2年生44,220円、3・4年生49,500円、5・6年生54,670円

○ 18,900 ○ 40,600 ○ 6,792

・学用品費は学年毎に支給額が異なる 1年…15,696円、2～6年…18,900円
・通学費の支給平均額は30年度実績 （特別支援学級通学者対象）    ・医療費は医療券発行
・校外活動費は学年ごとに支給額が異なる 1年…950円、2年…1,050円、3年…1,400円、4年…2,500
円、
                            5年…2,900円、6年…3,100円
・学校給食費は学年毎に支給額が異なる 1～2年…＠240/食、3～4年…＠260/食、5～6年…＠280/食

○ 15,690 ○ 47,380 ○ 1,350

支給平均額は、令和元年度予算計上単価を記載
通学用品費：２～６年
校外活動費(宿泊を伴わないもの)：1・2年1,160円、3・4年1,920円、5年2,690円,6年1,350円
校外活動費(宿泊を伴うもの)：4～6年参加者、別途、支度金2,000円（同一行事1回）
医療費：前年度実績なし（東京都の医療費助成制度優先）

○ 18,880 ○ 47,380 ○ 19,840

・「支給平均額」欄は31年度予算に計上した単価を使用。、医療費は実績がないため0円。
・学用品費は1年 15,690円、その他の学年 18,880円。学校給食費は1-2年 45,100円、3-4年
49,500円、5-6年 54,450円。クラブ活動費は4-6年のみ支給。校外活動費（宿泊を伴わないもの）は1-
3年 1,050円、4-6年 3,150円。校外活動費（宿泊を伴うもの）は5年 7,600円、6年 7,900円。

○ ○ 63,100

・学用品費…学年によって異なる。（通学用品費含む）1年 15,660円 2～6年 18,660円
・校外授業費…学年によって異なる。  1年 720円 2年 930円 3年 1,030円 4年 1,240円 5年 1,440円 6年
3,400円
・給食費は31年度予算に計上した単価の平均
・医療費は費目はあるが、実績なし。

○ 15,690 ○ 47,380 ○ 10,461

1年は学用品費(15,690円)のみを支給し、2～6年は通学用品費(3,190円）と合わせ18,880円を支給。
クラブ活動費は認定時期のより金額が異なる(4～7月中認定者:240円、8～12月中認定者:160円、1～3月
中認定者:70円）。       医療費は、費目はあるが、渋谷区に住民票がありこども医療証を所
持していれば医療費がかからないため、支給実績がない。   通学費、校外活動費、学校給食費につ
いては、平成30年度の実績(支給総額÷支給人数、小数点以下切捨)による。

○ 15,690 ○ 63,100 ○ 1,823
支給平均額は30年度実績、医療費は実績なし
上限の金額は１回毎、ただし、「校外活動費（宿泊を伴うもの）」は年度内で１回が原則

○ 10,833 ○ 44,190 ○ 14,184 ○ 3,054
校外活動費（宿泊を伴わないもの）1.2年1,920円、3.4年3,570円、5.6年4,030円。ただし、杉並区立小学
校は、全額公費負担のため、支給しない。

○ 18,840 ○ 63,100 ○ 10,000

《学用品費》該当学年：6年
《校外活動費（宿泊を伴わないもの）》該当学年：5年
《校外活動費（宿泊を伴うもの）》該当学年：5年
《医療費》実績なし
《学校給食費》該当学年：5年

○ 18,880 ○ 63,100 ○ 7,104

学用品費 1年15,690円、2年～6年18,880円
通学費 30年度実績額
校外活動費（宿泊を伴わないもの） 1年～2年1,000円、3年～4年2,500円、5年～6年3,400円
校外活動費（宿泊を伴うもの） 4年2,160円、5年5,380円
医療費 支給実績なし
学校給食費 1年～2年47,960円、3年～4年50,435円、5年～6年52,910円

○ 18,888 ○ 47,380 ○ 18,350 「支給平均額」欄については、30年度の実績額により記入

○ 18,480 ○ 47,380 ○ 3,500 ○ 13,500 13,500 支給平均額は令和元年度予算額

○ 15,690 ○ 47,380 ○

※通学用品費は、2～6年生のみ
※修学旅行費は、移動教室費という名称を使用しており、金額は支度金雑費4,120円および施設賄料1泊
につき1,900円を支給している。
※給食費 30年度実績額

○ 19,120 ○ 47,380 ○ 15,800

通学用品費・クラブ活動費は学用品費に含めて支給している。通学費と医療費の支給平均額は３１年度
予算。
医療費は３０年度実績なし。
学用品費：５年生（19.2％）、校外活動費（宿泊を伴わないもの）：６年生（20.5％）、校外活動費
（宿泊を伴うもの）：６年生（51.0％）、学校給食費：６年生（19.7％）

○ 18,660 ○ 63,100 ○ 6,424 ○ 5,660

学用品費 1年15,400円、2・3年18,450円、4～6年18,660円
修学旅行費 6年5,660円、特別支援学級4,650円
校外活動費（宿泊なし） 1・2年1,400円、3・4年2,100円、5・6年3,000円
学校給食費 1・2年42,900円、3・4年46,200円、5・6年49,390円
支給平均額については、平成３０年度実績より記入。

○ 18,320 ○ 40,600 ○ 7,022 ○ 12,572 15,309

体育実技用具費、クラブ活動費、生徒会費、PTA会費対象品目なし。通学用品費は学用品費に含まれ
る。学用品費：小1：15,240円、小2～小6：18,320円、修学旅行費上限額：交通費実費＋食事代10,272
円まで＋見学料等1,500円まで＋写真代500円まで＋その他300円まで、校外活動費（宿泊を伴うもの）
上限額：交通費実費＋食事代10,272円まで＋見学料等600円まで＋写真代500円まで＋その他500円ま
で、ウィンタースクール上限額：交通費実費＋食事代9食分上限実費＋見学料等600円まで＋写真代500
円まで＋その他400円まで、セカンドスクール上限額：交通費実費＋食事代9食分上限実費＋見学料等
1,300円まで＋写真代500円まで＋その他400円まで、学校給食費小1～2：40,370円・小3～4：44,550
円・小5～6：48,510円。支給平均額は30年度の実績額を記入。

○ 11,520 ○ 50,600 ○ 40,000 ○ 31,000 支給平均額欄は31年度予算単価を使用

○ 13,750 ○ 63,100 ○ 32,299 医療費は申請者にのみ支給。件数も年に数件でわずか。

○ ○ 50,600 ○ 20,000 ○ 12,000

【学用品費】１年生⇒11,520円（年額）、２－６年生⇒13,770円（年額）
【医療費】実績なし
【学校給食費】平成30年度実績（支給平均額、千円未満切捨て）
【その他の費目】令和元年度の予算単価

○ 11,520 ○ 50,600

・医療費については、平成30年度の実績額
・学校給食費：単価 低学年(1～2年) 247円 中学年(3～4年) 258円 高学年(5～6年) 268円
         給食実施基準日数 197回

○ 11,520 ○ 50,600 ○ 28,799
市外校在籍の場合は、上限を設けている。（下記のとおり）
移動教室費：3,650円 校外活動費：1,580円 （年額）

○ 14,784 13,299 ○ 40,600 ○ 19,100 0 ○ 25,218 支給平均額は、平成30年度の実績額。

○ 11,520 ○ 50,600 ○ 15,750 ○ 27,829

○ 11,520 ○ 53,600 ○ 28,380

・校外活動費（宿泊を伴わないもの）1,580円（1～4年），2,370円（5・6年）
・学校給食費 46,725円（1年），48,950円（2年），51,150円（3・4年），53,350円（5・6年）
・校外活動費（宿泊を伴うもの），通学費，医療費は平成３０年度実績

○

小2～小
6：

13,680 ○ 40,600 ○ 26,000 ○ 28,100

・支給平均額は30年度実績額。 ・小1の学用品費は11,460円。
・通学用品費：学用品費に含んで支給されている。
・校外活動費（宿泊を伴わないもの）：実費だが、年3回を上限としている

○ 13,650 ○ 50,600

通学用品費は学用品費と合わせて支給。1年生は11,420円、その他が学年は13,650円（学用品費欄金額
はその他学年の額を記入している。）実費支給の費目については、平成31年度予算の計上単価を記載し
ている。校外活動費（宿泊を伴わないもの）の金額は1～5年生の単価（6年生は2,749円）校外活動費
（宿泊を伴うもの）は5年生の単価（6年生は9,089円）、学校給食費は5、6年生単価（1年生45,489円、
2年生48,059円、3、4年生51,986円）

○ 11,520 ○ 50,600 ○ 0 ○ 70,000 0
支給平均額は、平成30年度実績額を記載
平成30年度実績なし・・・・・・体育実技用具費、通学費、修学旅行費

○ 11,520 ○ 63,100 ○ 30,000

支給平均額は令和元年度予算単価。
医療費は対象費目ではあるが、支給実績なし。
学校給食費は学年毎に金額が異なり、該当学年と対象学年の割合は0.15、0.15、0.17、0.17、0.18、0.18

○ 13,770 ○ 50,600 ○ 7,830 ○ 28,035 ・通学用品費は学用品費とまとめて支給する。

○ 11,520 ○ ○ 50,600 ○ 0

「通学用品費」1年生を除く。「学用品費・通学用品費」として合算額を支給。「通学費」実績なし。
「新入学児童生徒学用品費」入学前支給「新入学準備金」の支給を当市で受けた者は「10,000円」を支
給、他自治体で支給を受けた者は支給なし。
「校外活動費」平成31年度予算単価。「学校給食費」平成31年度予算額の1名平均額。
「卒業アルバム代」支給平均額は平成30年度実績金額の1名平均額。

○ 12,990 ○ 50,600 ○ 26,000 26,000 医療費実績なし

〇 11,520 ○ 50,600 ○ 24,070

新入学児童生徒学用品費等は、平成31年度入学児童については40,600円。令和２年度入学予定児童につ
いては50,600円。学校給食費（年額）は小学１年生が41,600円、小学２年生が44,000円、小学３～４年
生が46,200円、小学５～６年生が48,400円。

○ 11,520 ○ 50,600 ○ 0

○ 11,520 ○ 50,600 ○ 29,781 支給平均額については、すべて30年度実績額

○ 11,420 ○ 50,600 ○ 0 ○ 12,000 12,000
・通学費、医療費実績なし。・給食費は1年生42,456円、2年生43,384円、3・4年生46,376円、5・6年生
49,181円の平均値。

○ 11,520 ○ 50,600 ○ 21,000

通学費・修学旅行費・校外活動費（宿泊を伴わないもの、宿泊を伴うもの）・医療費・学校給食費→31
年度予算に計上した単価
学校給食費→30年度最も支給実績の多かった第５学年の金額を使用。全学年に対する第５学年の受給者
割合＝21.2％

○ ○ 40,600 ○ 0 ○ 27,748

支給平均額は、平成３０年度の実績額を支給人数で割った額とする。
通学費は、支給対象児童がいないため、０円とした。
学用品費には、通学用品費を含む。小学校１年生：年額11,520円、小学校２～６年生：年額13,770円

○ 11,520 ○ 50,600 ○ 5,709 30年度実績

○ 11,420 ○ 50,600 ○ 22,000 ○ 37,340

通学費と、宿泊を伴う校外活動費は、特別支援学級在籍者が対象。
通学費は、定期券購入者は実費、それ以外の者は定額。平成31年度は定期購入者がなく、定額のみ予算
計上。

○ 11,520 ○ 50,600 ○ 26,191

○ 11,520 ○ 50,600 ○ 0 ○ 26,231

通学用品費：小学校１年生は支給なし
修学旅行費、医療費：平成３０年度実績に基づく平均支給額
通学費：平成３０年度実績なし
学校給食費：学年毎に金額が異なる（小１：42,400円、小２：44,000円、小３・４：46,750円、小５・
６：49,500円）

○ 11,520 ○ 50,600 ○ 0 ○ 6,200
通学費・校外活動費（宿泊を伴うもの）は主に就学奨励費での支出となるため、実績を0とカウント。
医療費については請求がないため、実績を0とカウント。

○ 13,770 ○ 50,600 ○ 30,000

■支給平均額については、令和元年度に予算計上した単価。
■学用品費については学年毎に金額が異なる（該当学年：小学２年～６年生、対象学年の見込み人数：
200人）

○ 11,520 ○ 50,600 学校給食費・・・１・２年生44,000円、3・4年生45,650円、5・6年生47,300円

○ 11,420 11,420 ○ 40,600 0 ○ 0 新入学児童生徒学用品費等、修学旅行費については、平成３１（令和元）年度見込みなし

○ 11,520 ○ 50,600
「体育実技用具費」「校外活動費（宿泊を伴わないもの）」実績なし
「学校給食費」の支給平均額は、５年生 月額４，４００円×１１ヶ月＝４８，４００円

○ 11,420 ○ 40,600 ○ 19,600
○ 11,420 0 ○ 17,180 本年度、新入学児童がいないため学用品費等、支給なし

○ 11,520 ○ 50,600

新入学児童生徒学用品費等：実績なし
学校給食費：最も支給実績の多い学年 6年
         該当学年と対象学年の割合 14％

○ 10,000 ○ 20,000

○ 5,550 ○ 9,950

○ 村立小中学校児童生徒については全額公費負担が前提になっている。
○ 11,520 ○ 50,600

○ 0 要保護・準要保護児童生徒がいないため、支給実績なし
○ 11,100 ○ 19,900 ○ 5,000

（２） 補足事項

新入学児童生徒学用品費等 通学費 修学旅行費

１．小学校の就学援助額の単価（一人当たり年間支給額）

Ⅳ 平成３１（令和元）年度準要保護就学援助額

（１） 費目毎の援助額

学用品費



62 62

東京都 千代田区

東京都 中央区

東京都 港区

東京都 新宿区

東京都 文京区

東京都 台東区

東京都 墨田区

東京都 江東区

東京都 品川区

東京都 目黒区

東京都 大田区

東京都 世田谷区

東京都 渋谷区

東京都 中野区

東京都 杉並区

東京都 豊島区

東京都 北区

東京都 荒川区

東京都 板橋区

東京都 練馬区

東京都 足立区

東京都 葛飾区

東京都 江戸川区

東京都 八王子市

東京都 立川市

東京都 武蔵野市

東京都 三鷹市

東京都 青梅市

東京都 府中市

東京都 昭島市

東京都 調布市

東京都 町田市

東京都 小金井市

東京都 小平市

東京都 日野市

東京都 東村山市

東京都 国分寺市

東京都 国立市

東京都 福生市

東京都 狛江市

東京都 東大和市

東京都 清瀬市

東京都 東久留米市

東京都 武蔵村山市

東京都 多摩市

東京都 稲城市
東京都 羽村市

東京都 あきる野市

東京都 西東京市

東京都 瑞穂町
東京都 日の出町

東京都 檜原村

東京都 奥多摩町
東京都 大島町
東京都 利島村

東京都 新島村
東京都 神津島村

東京都 三宅村

東京都 御蔵島村
東京都 八丈町

東京都 青ヶ島村
東京都 小笠原村

①都道府県 ②市区町村名

実費 支給平均
額

現物支給 上限額 上限の金
額

支給平均
額

一定額 一定の金
額

その他 実費 支給平均
額

現物支給 上限額 上限の金
額

支給平均
額

一定額 一定の金
額

その他 実費 支給平均
額

現物支給 上限額 上限の金
額

支給平均
額

一定額 一定の金
額

その他 実費 支給平均
額

現物支給 上限額 上限の金
額

支給平均
額

一定額 一定の金
額

その他

2 2 0 2 2 2 52 52 4 0 0 0 1 1 1 59 59 1 31 31 0 1 1 1 1 1 0 33 33 0 15 15 15 6 6 1 52

○ 40,080 ○ 79,500 ○ 90,000 73,605

平成31年度予算単価を記入している。なお、校外活動費（宿泊を伴うもの）については九段中等教育学
校第2学年のものを記入している。
また、修学旅行費については旅行先が海外にあっては実費相当額の半額又は9万円のどちらか高い方を
限度額としている。医療費はここ数年実績なし。

○ 30,450 ○ 104,070 ○ 39,474 ○ 29,967

・新入学児童生徒学用品費については就学予定者分から支給金額を変更。
・通学費 ・修学旅行費 ・校外活動費（宿泊を伴うもの）、卒業アルバム代等（区域外就学者のみ対
象）、医療費については、平成30年度実績の平均支給額で記入。
･体育実技用具費は、購入した場合のみ(柔道）7,860円 （剣道）52,380円をそれぞれ定額支給してい
る。

○ 30,450 ○ 79,500 ○ 65,000
医療費については、実績なし
令和２年４月入学前支給分の新入学児童生徒学用品費等は、一定額81,000円を支給。

○ 34,320 ○ 79,500 ○ 50,000 ○ 65,800

「学用品費」及び「通学学用品費」については当区においては「学用品・通学用品費」という費目にて
実施している。          1年生の「学用品通学用品費」は定額30,360円、2～3年生は定額
34,320円                              実費費目については一人当
たりの令和元年度予算単価を記入（給食費については一人当たりの平均年額）
準要保護認定者の「修学旅行費」については、支度金8,500円を加算する。医療費は実績なし。
「校外活動費（宿泊有）」は
1年生：要保護 定額3,210円 準要保護 定額5,610円
2年生：要保護 定額4,275円 準要保護 定額7,875円

○ ○ 79,500 ○ 36,445 ○ 65,000

平均支給額は令和元年度予算に計上した単価である。「学用品費」と「通学用品費」と「クラブ活動
費」はまとめて「学習支援費」として支給しており、1年生は年間42,450円、2～3年生は年間46,410円を
支給する。「体育実技用具費」の対象学年は1.2年生である。「校外授業費（宿泊を伴うもの）」は最
も支給実績が高い1年生の額を記載している。「医療費」は子ども医療費助成より支給している。

○ 31,790 ○ 23,300 ○ 17,538 ○ 66,691

学用品費 1年：28,050円（2,550円×11月）、2・3年：31,790円（2,890円×11月）
※30年度実績により記入
通学費 「通学交通費」として特別支援学級在籍者及び通級者に支給
校外活動費（宿泊を伴わないもの） 1年：700円、2年：1,500円、3年：3,200円
校外活動費（宿泊を伴うもの） ⇒ 移動教室費 2年 実費（上限:7100円、特別支援学級在籍者は実
費支給）
学校給食費：中（全）61,600円（5,600円×11月）

○ 34,410 ○ 54,070 ○ 73,520 73520

・学用品費⇒１年：30,450円、２～３年：34,410円
・校外活動費（宿泊を伴わないもの）、体育実技用具費、修学旅行費⇒31年度予算に計上した単価
・校外活動費（宿泊を伴うもの）⇒林間：10,290円（上限）、臨海：11,840円（上限）
・医療費⇒31年度予算に計上した単価（子ども医療費助成制度優先のため、30年度実績なし）

○ 34,410 ○ 54,070 ○ 67,550 66,000

平均支給額は平成31年度予算単価。
学用品費は1年生30,450円、2・3年生34,410円
給食費平均支給額は1・2年生60,830円、3年生58,065円

○ 34,416 ○ 47,400 ○ 17,374 ○ 60,000

・学用品費は学年毎に支給額が異なる 1年…30,456円、2～3年…34,416円
・体育実技用具費の上限は、柔道…7,300円、剣道…50,000円
・通学費の支給平均額は30年度実績（特別支援学級通学者対象）   ・医療費は医療券発行
・校外活動費は学年ごとに支給額が異なる 1年…2,500円、2年…3,000円、3年…4,000円

○ 30,450 ○ 54,070 ○ 80,000 64,546

支給平均額は、令和元年度予算計上単価を記載
通学用品費：２～３年
修学旅行費：3年参加者、別途、支度金8,500円、班別行動費900円（該当校のみ）
校外活動費(宿泊を伴うもの)：参加者、支度金2,000円（同一行事1回）
医療費：前年度実績なし（東京都の医療費助成制度優先）

○ 34,410 ○ 54,070 ○ 20,240 ○ 66,000 62,489
・「支給平均額」欄は31年度予算に計上した単価を使用。、医療費は実績がないため0円。
・学用品費は1年 30,450円、2-3年 34,410円。校外活動費は1-2年 1,680円、3年 4,800円。

○ ○ 79,500 ○ 68,760

・学用品費…学年によって異なる。（通学用品費含む） 1年 30,080円 2・3年 33,830円
・校外授業費…学年によって異なる。 1年 5,670円 2年 3,300円 3年 6,180円
・給食費は31年度予算計上した単価の平均
・医療費は費目はあるが、実績なし。

○ 30,450 ○ 54,070 ○ 38,823 ○ 63,719

1年は学用品費(30,450円)のみを支給し、2～3年は通学用品費(3,960円）と合わせ34,410円を支給。
クラブ活動費は認定時期のより金額が異なる(4～7月中認定者:1230円、8～12月中認定者:790円、1～3
月中認定者:340円）。       医療費は、費目はあるが、渋谷区に住民票がありこども医療証を
所持していれば医療費がかからないため、支給実績がない。   通学費、校外活動費、学校給食費に
ついては、平成30年度の実績(支給総額÷支給人数、小数点以下切捨)による。

○ 30,450 ○ 79,500 ○ 13,232 ○ 65,000 63,877
支給平均額は30年度実績、医療費は実績なし
上限の金額は１回毎、ただし、「校外活動費（宿泊を伴うもの）」は年度内で１回が原則

○ 34,410 ○ 50,110 ○ 25,906 ○ 30,410
体育実技用具費（上限）柔道52,380円、剣道7,570円
体育実技用具費の平均額は平成30年度の実績額

○ 34,320 ○ 79,500 ○ 80,000 ○ 63,000 63,000

《学用品費》該当学年：3年
《校外活動費（宿泊を伴わないもの）》該当学年：3年
《校外活動費（宿泊を伴うもの）》該当学年：1年
《医療費》実績なし
《学校給食費》該当学年：1年

○ 34,410 ○ 79,500 ○ 22,830 ○ 61,000 60,866

学用品費 1年30,450円、2年～3年34,410円
体育実時用具費 30年度実績額
通学費 30年度実績額
校外活動費（宿泊を伴わないもの） 1年～2年3,600円、3年5,200円
医療費 支給実績なし
学校給食費 1年～3年60,280円

○ 34,416 ○ 47,400 ○ 9,011 ○ 73,520 69,455 「支給平均額」欄については、30年度の実績額により記入

○ 33,240 ○ 54,070 ○ 8,300 ○ 61,000 61,000 支給平均額は令和元年度予算額

○ 30,450 ○ 54,070 ○ 15,752 ○ 67,177

※通学用品費は2～6年生のみ
※給食費 30年度実績額
※下記（3）の臨海学校費および林間学校費は、交通費の実費および施設賄料1泊につき2,000円を支
給。また、特別支援学級宿泊学習費は、支度金雑費4,120円および施設賄料1泊につき2,000円を支給。
移動教室（スキー）については、支度金雑費6,000円および施設賄料1泊につき2,400円を支給。
※通学費は特別支援学級の生徒のみ

○ 35,640 ○ 54,070 ○ 37,600 ○ 57,590

通学用品費・クラブ活動費は学用品費に含めて支給している。体育実技用具費、通学費、医療費の支給
平均額は３０年度予算。医療費は３０年度実績なし。体育実技用具費の限度額は、剣道着（51,940
円）、柔道着（7,510円）としている。
学用品費：3年生（36.9％）、学校給食費：3年生（34.6％）

○ 34,300 ○ 79,500 ○ 22,823 ○ 60,000

学用品費 1年30,400円、2・3年34,300円
体育実技用具費 柔道7,440円上限、剣道50,400円上限
校外活動費（宿泊なし） 1年600円、2年1,600円、3年3,400円、夜間1,000円
学校給食費 通常58,080円、夜間61,600円
支給平均額については、平成３０年度実績より記入。

○ 33,270 ○ 47,400 ○ 15,661 ○ 56,000 56,000

体育実技用具費の柔道上限：6,000円、剣道上限：10,000円。生徒会費、PTA会費対象品目なし。通学用
品費は学用品費に含まれる。学用品費中1：29,440円、中2～中3：33,270円。支給平均額は30年度の実
績額を記入。

○ 22,510 ○ 57,400 ○ 40,000 ○ 63,000
支給平均額欄は31年度予算単価を使用
柔道着上限7,570円、剣道用具上限52,380円

○ 24,640 ○ 79,500 ○ 71,500 医療費は申請者にのみ支給。件数も年に数件でわずか。昨年度は実績なし。

○ ○ 57,400 ○ 50,000 ○ 65,000

【学用品費】１年生⇒22,510円（年額）、２－３年生⇒24,760円（年額）
【医療費】実績なし
【学校給食費】平成30年度実績（支給平均額、千円未満切捨て）
【その他の費目】令和元年度の予算単価

○ 22,510 ○ 57,400 ○ 66,000
・医療費については、平成30年度の実績額
・学校給食費：単価（全学年） 319円 給食実施基準日数 197回

○ 22,510 ○ 57,400 ○ 56,035 ○ 61,873
市外校在籍の場合は、上限を設けている。（下記のとおり）
修学旅行費：60,300円 移動教室費：6,150円 校外活動費：2,290円 （年額）

○ 26,052 24,966 ○ 47,400 ○ 38,600 0 ○ 68,898 支給平均額は、平成30年度の実績額。

○ 22,510 ○ 57,400 ○ 72,470 ○ 60,476

○ 22,510 ○ 60,900 ○ 34,265 ○ 65,961
・校外活動費（宿泊を伴わないもの） 2,290円（1・2年） 3,435円（3年）
・体育実技用具費，通学費，修学旅行費，校外活動費（宿泊を伴うもの），医療費は平成３０年度実績

○

中2・中
3：

24,600 ○ 47,400 ○ 50,000 ○ 52,790

・支給平均額は30年度実績額。 ・中1の学用品費は22,320円。
・通学用品費：学用品費に含んで支給。
・校外活動費（宿泊を伴わないもの）：実費だが、年3回を上限としている。

○ 24,550 ○ 57,400 ○ 62,945

通学用品費は学用品費と合わせて支給。1年生は22,320円、その他学年は24,550円（学用品費欄金額は
その他の学年の額を記入している）。実費支給の費目については、平成31年度予算に計上した単価を記
載している。校外活動費（宿泊を伴わないもの）の金額は1,2年生の単価を記載（3年生は1,566円）。

○ 22,510 ○ 57,400 ○ 37,215 ○ 70,000 64,713 支給平均額は、平成30年度実績額を記載

○ 22,510 ○ 79,500 ○ 58,000
支給平均額は令和元年度予算単価。
医療費は対象費目ではあるが、支給実績なし。

○ 24,760 ○ 57,400 ○ 33,720 ○ 62,201
・通学用品費は学用品費とまとめて支給する。
・平成30年度において、医療費は実績なし。

○ 22,510 ○ 57,400 ○ 0 ○ 60,000

「通学用品費」1年生を除く。「学用品費・通学用品費」として合算額を支給。「通学費」実績なし。
「新入学児童生徒学用品費」入学前支給「新入学準備金」の支給を当市で受けた者は「10,000円」を支
給、他自治体で支給を受けた者は支給なし。
「修学旅行費」「校外活動費」は平成31年度予算単価。「学校給食費は」平成31年度1食単価の1年分
（182回）。
卒業アルバム代：支給平均額は平成30年度実績金額の1名平均額。

○ 24,590 ○ 57,400 ○ 62,000 62,000 医療費実績なし

〇 22,510 ○ 57,400 ○ 52,450
新入学児童生徒学用品費等は、平成31年度入学生徒については47,400円。令和２年度入学予定生徒につ
いては57,400円。

○ 22,510 ○ 57,400 ○ 55,679

○ 22,510 ○ 57,400 ○ 60,085 支給平均額については、すべて30年度実績額

○ 22,320 ○ 57,400 ○ 0 ○ 55,000 55,000 ・通学費、医療費実績なし。

○ 22,510 ○ 57,400 ○ 42,000 ○ 65,000

○ ○ 47,400 ○ 0 ○ 54,407

支給平均額は、平成３０年度の実績額を支給人数で割った額とする。
通学費は、支給対象生徒がいないため、０円とした。
学用品費には、通学用品費を含む。中学校１年生：年額22,510円、中学校２・３年生：年額24,760円

○ 22,510 ○ 57,400 ○ 46,628 30年度実績

○ 22,510 ○ 57,400 ○ 22,000 ○ 59,711

通学費と、宿泊を伴う校外活動費は、特別支援学級在籍者が対象。
通学費は、定期券購入者は実費、それ以外の者は定額。平成31年度は定期購入者がなく、定額のみ予算
計上。

○ 22,510 ○ 57,400 ○ 50,191

○ 22,510 ○ 57,400 ○ 0 ○ 51,180

通学用品費：中学１年生は支給なし
修学旅行費：平成３０年度実績に基づく平均支給額
通学費、医療費：平成３０年度実績なし

○ 22,510 ○ 57,400 ○ 0 ○ 63,000 63,000
通学費は主に就学奨励費での支出となるため、実績を0とカウント。
医療費については請求がないため、実績を0とカウント。

○ 24,760 ○ 57,400 ○ 48,000

■支給平均額については、令和元年度に予算計上した単価。
■学用品費については学年毎に金額が異なる（該当学年：中学２年～３年生、対象学年の見込み人数：
100人）

○ 22,510 ○ 57,400 ○ 修学旅行費・・・支費負担分

○ 22,320 22,320 ○ 47,400 0 ○ 57,590 新入学児童生徒学用品費等については、平成３１（令和元）年度見込みなし

○ 22,510 ○ 57,400 ○ 40,000

「体育実技用具費」実績なし
「クラブ活動費」の支給平均額は、H３０年度支給実績の平均支給額（９７，５０３円÷５人（支給人
数））

○ 22,320 ○ 47,400 ○ 60,000
○ 93,950

○ 22,510 ○ 57,400 新入学児童生徒学用品費等：実績なし
○ 20,000 ○ 40,000

○ 10,850 ○ 11,450

○ 村立小中学校児童生徒については全額公費負担が前提になっている。
○ 22,510 ○ 57,400

○ 0 要保護・準要保護児童生徒がいないため、支給実績なし
○ 21,700 ○ 22,900 ○ 40,000

（２） 補足事項

新入学児童生徒学用品費等 通学費 修学旅行費

Ⅳ 平成３１（令和元）年度準要保護就学援助額

２．中学校の就学援助額の単価（一人当たり年間支給額）

（１） 費目毎の援助額

学用品費



62 62

東京都 千代田区

東京都 中央区

東京都 港区

東京都 新宿区

東京都 文京区

東京都 台東区

東京都 墨田区

東京都 江東区

東京都 品川区

東京都 目黒区

東京都 大田区

東京都 世田谷区

東京都 渋谷区

東京都 中野区

東京都 杉並区

東京都 豊島区

東京都 北区

東京都 荒川区

東京都 板橋区

東京都 練馬区

東京都 足立区

東京都 葛飾区

東京都 江戸川区

東京都 八王子市

東京都 立川市

東京都 武蔵野市

東京都 三鷹市

東京都 青梅市

東京都 府中市

東京都 昭島市

東京都 調布市

東京都 町田市

東京都 小金井市

東京都 小平市

東京都 日野市

東京都 東村山市

東京都 国分寺市

東京都 国立市

東京都 福生市

東京都 狛江市

東京都 東大和市

東京都 清瀬市

東京都 東久留米市

東京都 武蔵村山市

東京都 多摩市

東京都 稲城市
東京都 羽村市

東京都 あきる野市

東京都 西東京市

東京都 瑞穂町
東京都 日の出町

東京都 檜原村

東京都 奥多摩町
東京都 大島町
東京都 利島村

東京都 新島村
東京都 神津島村

東京都 三宅村

東京都 御蔵島村
東京都 八丈町

東京都 青ヶ島村
東京都 小笠原村

①都道府県 ②市区町村名 Ⅵ 自由記述欄

2 2 6 1 6 2 43 7 11 1 2 0 0 1 3 0 1 3 8 8 1 3

○

○

○

○

○

就学援助の他に、認定基準を就学援助よりも緩和した「学校給食費補助」という区独自の補助金
を設けており、申請のあったひとり親もしくは特別支援学級在籍児童生徒のいる家庭を対象に、
給食費の援助をしている。
・経済的な理由により塾に通えない小・中学生を対象に、学力の定着と学力の向上を目的とした
学習支援事業を実施している。
・児童扶養手当・就学援助のいずれかを受給している要保護および準要保護世帯を対象に、無料
で自宅に食品を届ける宅食事業を行っている。
・就学援助受給者かつ中2・3生徒がいる準要保護世帯を対象に、学校外学習にかかる費用を助成
している。

○

○

○

○

○

○ ○

○

○ 標準服のリサイクル ○

新入学学用品費の支給単価増（平成29年度 小:23,890円 中:26,860円 → 平成30
年度 小:47,380円 中:54,070円）と支給時期の前倒し（新小1:平成31年度（令和元
年度）入学生から 新中1:平成30年度入学生から）。

○

○ ○

杉並区では、平成26年度から義務教育にかかる保護者の経済的負担軽減を図るた
め、所得水準に関わりなく以下の区独自施策を実施している。

小学校及び特別支援学校(小学部)は「教材費・移動教室施設入場料等」が対象
 ・区立小学校及び特別支援学校(小学部)の教材費を公費負担。ドリルやワークテス
ト、実験キットなどは、公費により学校で購入する。
 ・給食費や各家庭で用意していた被服費・個人持ち楽器（鍵盤ハーモニカ・リコー
ダ）・習字用具・水彩セット・裁縫セットなどについてはこれまでどおりの保護者負
担。
 ・ 移動教室における施設入場料及び体験学習に係る費用、校外学習における施設
入場料に係る費用を公費負担。
 これにより、全学年平均で約8,800円の負担軽減となる。

中学校及び特別支援学校(中学部)は「修学旅行等の経費」の一部を補助
 ・ 区立中学校及び特別支援学校(中学部)においては、中学校生活の集大成として最
大の学校行事である修学旅行について、費用のうち30,000円を上限として公費負担。
 ・特別支援学級連合スキー移動教室のインストラクター費用について、通常学級
菅平移動教室のインストラクター費用と同程度の保護者負担となるよう、一部を公
費負担。

○ ○

文科省等からの通知については、必要に応じて学校長に周知を行い、適切に対応する
ように指示している。

○

○ すべての学校が実施しているわけではない

○

○

○

○ ○

年1回、小学校6年生に対する漢字・数学検定、及び中学2年生に対する英語検定の検
定料の助成。

○

○ 中学校制服のリユースなど ○

○

○

○ 希望する生徒への制服のリサイクル

○

○

○

○ ○

○

○ ＰＴＡが、使用済みの制服を希望者に無償給与している。

○

○ PTAによる制服のリサイクル

「Ⅳ 平成３０年度準要保護就学援助額」ー「１．小学校の就学援助額の単価（一人当たり年間
支給額）」ー「（２）補足事項」における「該当学年と対象学年の割合等」の給食費について
は、低学年・中学年・高学年で人数を把握しており、それぞれ半数を小学1年～6年までの全体の
人数で割った数値になる。

○ ○ ○ 通学用鞄を指定せず、保護者に安価なものを選んでもらえるようにしている。 ○ ○

小学4年生の多摩六都科学館の社会科見学について、教育委員会が入場料を全額負担
している。

○ 学校とＰＴＡが協力して，希望する生徒へ制服のリサイクルを行っている。

○ 卒業生の使用していた中古学用品等については、PTAを中心に、学校毎に実施してい
る場合があるが、教育委員会として把握はしていない。

○ ○ ○

○ ○

○

○ ○ ○

○

○ ○

・参加者全員に対して、修学旅行、移動教室宿舎借上補助を行っている。
・向上心旺盛にして、かつ経済的理由により修学困難な高校生等に奨学資金を支給している。

○

○ 制服のリサイクル
〇 〇 中学校PTAによる制服や体操着等のリサイクル事業の実施

○

○ ○
修学旅行に参加する生徒の保護者の経済的負担を軽減し、併せて教育の振興を図るこ
とを目的とした、修学旅行費補助金を交付している。

○
○

○ ○
小・中学校新１年生の保護者に対し、入学時に入学祝金（児童・生徒一人にあたり
３０，０００円）を支給している

○
○

○ ○ ○

○
○

○ ○

○ 給食費、修学旅行費等を村で負担していることの保護者へ周知、案内など ○ 給食費や修学旅行費等を村で負担している。
○

○
○ ○ ○

就学援助制度の運用や，経済的に困窮している児童生徒に対する市町村の取組・対応について，
これまでの回答への補足

Ⅴ その他

１．学校における保護者負担軽減に向けた取組の状況 ２．教育委員会における保護者負担軽減に向けた取組の状況

（１）教育委員会が把握している学校の取組（あてはまるものすべてに○）

（２） クの内容及び補足説明

（１）教育委員会における取組（あてはまるもの全てに○）

（２） コの内容及び補足説明 （３）その他学校や教育委員会以外での取組

ア．自治

体内で学

用品等の

仕様の統

一

イ．自治

体内で学

用品等の

一括契

約・購入

ウ．学用

品等の中

古品を安

価で販売

（バザー

等）

エ．学用

品等（中

古品を含

む）の貸

し出し

オ．学用

品等（中

古品を含

む）の無

償給与

カ．就学

援助とは

別に，学

用品費等

の一部助

成

キ．学用

品費等の

購入費用

の貸付

ク．学校（又
は校長会等）
に対して，学
用品等の取扱
いに関する通
知やマニュア
ルを提示

ケ．学校
（又は校長
会等）に対
して，他校
の取組状況
等を情報提
供

コ．その

他

→（２）

ク．その

他

→（２）

キ．把握

していない

カ．使用

する学用

品等の入

札・合見

積等の実

施

オ．使用

する学用

品等の精

選

エ．低廉

な学用品

等の使用

ウ．学用

品等（中

古品を含

む）の無

償給与

イ．学用

品等（中

古品を含

む）の貸

し出し

ア．学用

品等の中

古品を安

価で販売

（バザー

等）


